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2008年（平成20年）に諏訪湖周辺の3地域で始まった「ズーラ」も今では広域8市町村で

取り組む事業へと進化し、官の安定感・信頼感と民の機動力を併せ持った取り組みとし

て注目されている。「ズーラ」に立ち上げから関わる下諏訪町職員 北澤勝己氏より、ズー

ラの現状と課題、将来展望等について学び、オンパク継続・定着のために必要な考え方

と方策について考える。

信州諏訪温泉泊覧会「ズーラ」
～オンパク継続・定着に必要な考え方と方策とは～
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官民・将来を担う30〜40代が
実行部隊に

　私は長野県下諏訪町の職員です。1991年（平成

3年）に町役場に入って現在は建設水道課に勤務し

ていますが、1996年（平成8年）から2011年（平成

23年）まで、ずっと観光畑にいました。2008年（平

成20年）から今までの6年間、「ズーラ」という諏訪

地方のオンパクにずっと関わってきました。ズーラと

いうのは、諏訪の方言である「ほうずら」「いいずら」

をヒントに名付けられました。今回この講義で招か

れた講師の方たちと、いろいろな地域の悩みを共有

しながらずっとやってきています。

　諏訪湖を囲む諏訪地方には6つの市町村があり

ます。その中に岡谷市、茅野市、諏訪市という人口5

万人の3つのリーダー的な市があり、お互いすごく

仲が悪いんです（笑）。一時は合併するという話が出

て、私も1年だけ合併協議会に出向しましたが、結

局実現には至りませんでした。

　諏訪地方でオンパクが始まった経緯ですが、諏訪

市の市長がやりたいと言い始めたのがきっかけです。

商工会や観光協会、旅館組合など、観光施策をやっ

ている団体はいろいろありますが、それらを一つに

まとめ、お金と人を集中させて事業をしようという取

り組みの一つとしてオンパクをやることになり、実行

委員会が組織されました。

　私は諏訪市の人間ではないので、この時点では

関係なかったのですが、4つの組織をまとめるオン

パク実行委員会のリーダーが旅行会社出身のホテ

ル支配人で、「諏訪市だけの取り組みではダメだか

ら、諏訪湖を取り囲む2市1町でやろう」ということに

なりました。彼は「なんとか長」が並ぶ実行委員会

とは別に、ちゃんと動ける実行部隊を作りたい、将

来を担う30～40代を集めたいということで、行政と

民間の両方から人が集められ、その一人として私に

も声が掛かりました。

　そのリーダーは「いろいろうるさく言う奴は、俺が

ストップするから好きにやれ」と。すごい人だなあと

思い、言われた通り好きにやって6年間経ちました。

ちなみに初代の実行委員長は2年間在任していまし

たが、ずっとオンパクのことを「オンパック」と言って

いました（笑）。

地域共通の課題や悩みの解決に
オンパク手法を導入

　諏訪地方のオンパク「ズーラ」についてお話しす

る前に、諏訪地方がどんなところか少しご説明した

いと思います。観光資源は自然や温泉、諏訪大社な

どですが、八ヶ岳のふもとに、日本3大遺跡の一つで

ある尖石遺跡があり、地層からは黒曜石がいっぱい

出土しています。黒曜石は武器やナイフとして広く

利用されたことから、諏訪から日本全土に流通して

いたと考えられており、古代から一大文化圏が形成

されていたと考えられています。

　古事記の「国譲りの神話」にも諏訪の表記が出て

きます。建
たけ

御
み

名
な

方
かたの

神
かみ

という神様がいて、出雲から追

われて諏訪に逃げてきて、諏訪大社の祭り神となっ

たとされています。その後、戦国時代は武田信玄が

諏訪地方を治めていました。

　諏訪地方は土が肥えておらず、米作りにあまり適

していないということで、明治時代は桑の栽培が行

われていました。このため、ちょうど日本が外貨を稼

ごうという時代にシルク産業が発展し、諏訪では製

糸業が発展し機械化が進みました。その後、戦争が

起こり、セイコーやヤシカなどのメーカーが東京から

疎開してきたことで、諏訪で精密機械工業が発達し
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ました。というわけで諏訪地方は観光のまちではなく、

ものづくりのまちです。観光は製造業の20分の1の

売り上げしかありません。

　長野県全体の観光入込客数は、2000年（平成

12年）は9660万人だったのに対して2008年（平成

20年）は8680万人と、10年間で約1割減少しました。

一方、諏訪地方は同じ10年間で7.7％減少していま

す。長野県全体よりは少し減少率が低いのですが、

宿泊客数の推移を調べると、長野県全体の場合、こ

の10年間の減少率は18.8％なのに対して諏訪は

23％以上となっています。諏訪地方は宿泊客が減っ

ているんですね。2005年（平成17年）から2009年

（平成21年）の5年間で諏訪地方の人口も約4000

人減少しています。

　諏訪地方の現状と課題をまとめると、この通りで

す。何とかしなければ、という危機感がオンパクをス

タートした背景にあります。他の地域もそれぞれ課

題があって、一つの解決手段としてオンパクをやっ

ているのだろうと思います。ではどんな課題がある

のか、オンパクを開催している2地域について調べ

てみました。

　一つが岡山県真庭市です。人口は約5万人、鳥取

県との境に面した温泉地です。平成の大合併で9つ

の町村が合併しましたが、その中で旧湯原地区の資

源を大切にしたいということで、オンパクも「湯原っ

しい」という名前を付けています。

　担当者に聞いて、出てきた課題は主にこの3つ（上

右図）です。ではオンパクを実施したらどんな効果

があったかと聞くと、「メンバーの中から若い人材が

発掘できた」「多様な人の関わりが生まれた」「地域

資源の発掘や新たな活用方法が分かった」「関わっ

てこなかった人たちにも評価された」といった効果

が挙げられました。

　もう一つ、うべ探検博覧会「うべたん」を開催して
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いる山口県宇部市にも聞いてみました。人口は約17

万人、主な産業は宇部興産を中心とした重化学工

業です。観光は宇部興産の工場などを見学する産

業観光のツアーが行われています。

　担当者に聞いて出てきた課題は、①合併により、

地域資源が増加、しかし、活かされていない②人口、

経済において、地域格差がある③工業都市、企業

城下町であり、市民の意識の中に観光、まちづくりと

いう考え方が無い、主にこの3つです。ではオンパク

を実施したらどんな効果があったかと聞くと、「コアリ

ピーターや地域外の参加者がいて自信につながっ

た」「まちづくりに興味を持つ人材が増えた」「新た 

なビジネスチャレンジが生まれた」などが挙げられ

ました。

　こうしてみると、諏訪地方も真庭市も宇部市も、地

域の課題は変わらないんです。まとめてみると、ポイ

ントは①地域資源が活用されていない②小規模事

業者が多く、経営者の高齢化とも相まって新規事業

や事業拡大などのチャレンジが生まれてこない③業

界、人材間で情報が共有されず、適切な連携や地

域支援が起こりにくい、この3つに集約されると思い

ます。同じような問題は、全国の地方都市は大なり

小なり抱えていると思います。

　地域の資源が活用されていない、小規模事業が

多く、経営者の高齢化と相まって新規事業や事業拡

大などのチャレンジがないといった問題は、（オンパ

クを実施するような）中間支援組織が入ることでか

なり解決されるのではないかと思います。オンパクと

いう手法をきっかけに地域にプラットフォームがで

きることは、これらの課題を解決するのに役立つの

ではと思います。

回を重ねるごとに圏域拡大
プログラムも多様化するズーラ

　では、諏訪地方のオンパク「ズーラ」についてお

話しします。先ほどお話ししたように、第1回は2008

年（平成20年）9月に開催されました。最初の開催

地は諏訪市、岡谷市、下諏訪町の3カ所だけでした。

16のプログラムを実行委員会のメンバーたちで考え

ました。

　2回目になると、富士見町、原村、茅野市が加わり

開催地域が6市町村に拡大しました。自分たちでプ

ログラムを考えるのは限界があったので、公募をし

ました。各地域を実行委員メンバーが訪れ、「こうい

うことをやるので、プログラムを作って参加してくだ

さい」と説明会を行いました。公募で75のプログラ

ムが集まりましたが、決まるまでは大変でした。

　中にはこれって本当に取り上げていいのか、とい

うプログラムもあるんですね。それで応募した人にア

ポを入れてヒアリングのために訪問することにしまし

た。しかし、話はすぐには始まりません。まず行政の

批判で1時間、ようやくプログラムの話ができるよう

になって1時間、1件の訪問で大体2時間かかりまし

た。そういう経緯を経て、開催できたときは自分なり

に本当に感動しました。
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　3回目は77のプログラムを公募で実施しました。

外からも認めていただけるようになり、「信州イノベー

ション大賞」という賞も受賞しました。

　4回目は初めて子供を主対象として「キッズズー

ラ」を開催。ズーラは毎年10月から11月の約1カ月

開催してきましたが、子供が対象ならやはり夏休み

だろうと、夏に開催したところ、これがウケまして、電

話がパンクするほど殺到しました。

　またこの年は、今まで実施したプログラムのストッ

クから、通年あるいは一定期間できるプログラムを

集めた「通年ズーラ」というガイドブックを作り、諏

訪地方のホテルなどに配りました。

　2012年（平成24年）に行われた5回目は、さらに

塩尻市と辰野町という2市町が加わり、8市町村での

開催となりました。新しく加わった地域には説明会、

ヒアリングも行い、48のプログラムが実施されました。

　ズーラのスタッフとして関わりたいという人も出て

きたので、そういう人を公募で集めて一緒に活動を

始めています。主に30～40代のまちづくりに関心の

ある女性が多いです。また、「通年ズーラ」のガイド

ブックの評判が結構良かったので、子供を対象とした

「通年キッズズーラ」ガイドブックというのも新たに作

りました。

　過去5年間に開催したズーラから、いくつかの事

例をご紹介します。一つが新しい食材を使ったまち

おこしです。

　富士見町では、茎が赤く酸味があり欧米ではジャ

ムなどの材料として知られるルバーブという野菜が

栽培されており、生産組合も作られています。このル

バーブを収穫し、ルバーブを使ったランチとデザー

トを味わい、午後はジャムやケーキを作るというプロ

グラムがペンションで行われました。参加者の反応

がかなり良く、その後も参加したペンションでルバー

ブを使ったスイーツの取り組みに活用されています。
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　地域の事業者が新規顧客を開拓した例として、ワ

ンコインで気軽に体験できるビューティセラピーが

あります。アロマセラピー、リンパセラピーなど、い

ろいろな先生方に一部屋に机を並べてもらいます。

それぞれの施術を1回500円のお試し価格で体験で

きるというプログラムを実施して非常に好評でした。

それぞれの先生が持っている顧客が、別の先生の

施術を気軽に体験できるわけですね。

　もし気に入れば、お店に行って本格的なメニュー

を体験してもらうということで、美に対して意識が高

い人たちを同じ空間に集め、互いの顧客を共有す

ることで、それぞれが新しい顧客開拓につながりま

した。

　着地型商品も作られました。「宿場町でお姫様気

分」というプログラムです。十四代将軍徳川家
いえもち

茂に

降嫁し、大河ドラマなどにも登場する皇
こうじょ

女和
かずのみや

宮とい

うお姫様が、京都から江戸に向かう途中、下諏訪に

泊まられたということで、当時召し上がった献立を

再現しました。和宮が当時眺めたであろう庭も眺め、

お姫様の気分を味わっていただこうということで

すね。

　もう一つ、諏訪のお殿様が別荘で使っていた空間

を使って、地酒と諏訪湖の地魚を楽しむというプロ

グラムもあります。食と酒に江戸時代の茶屋をプラ

スして、単に料理や飲み物を売るというより、セット

にしてそこで過ごすトータルな時間と空間を売ると

いったコンセプトです。

オンパクの効果は
「定量」と「定性」で考える

　このようにいろんなプログラムをやってみて、改め

てオンパクというのは多様な効果があるんだろうな

と思いました。考えられる効果についてまとめたのが

こちらです。

　ここには、まちづくり・ひとづくり、産業の活性化、

教育の視点、福祉的な活動の4つのポイントが挙げ

られています。なぜこういうことを考えたかというと、

私も行政マンの一人ですので議会に呼ばれたりして、

オンパクの効果について何らかの説明が求められる

わけです。具体的にどんな効果があるかを言えた方

が行政としては説明がしやすいわけですね。

　そこでオンパクの効果測定についてより詳しく説

明できるよう、さらに考えたのがこちらの表です。数

で測れることと、測れないものを一緒に考えてはい

けないということで、まず「定量」と「定性」で、分け

て考えました。

　例えば、「まちづくり、人づくり」という項目がありま

す。「人材として何人を発掘した」というのが定量で

すね。「それによって地域がこんなふうに変わった」

というのは定性です。

　「地域資源の発掘、活用」という項目では、今まで

埋もれていた資源を何個発掘したという言い方がで

きます。これは定量としての考え方です。そして「発

掘したことによって、こんなネットワークができ、結果

として新しい商品が開発された」というのが定性的

な考え方です。

　さっき事例としてお話ししたルバーブの場合は、

ルバーブという素材を発掘したことで、ルバーブ生

産組合と観光協会、旅館組合に新しいネットワーク

ができたという定性の効果があったと言えます。

　「観光面への活用」を定量という観点から見ると、

効果測定はより分かりやすくなります。例えば、着地

型商品が何個販売できて、何人参加し、いくら消費

効果があったと。多分こういう効果測定が一番主流

なのでしょうが、さらに定性的効果として、その着地

型商品が宿泊とのパッケージ商品となったら集客人
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数や売上額だけでなく、事業者間でネットワークが

できたり、二次交通が整備されたりといったことも、

効果として挙げられると思います。

　また、作った着地型商品が多くの媒体に取り上げ

られれば、地域の宣伝効果があったという定性効果

も挙げられます。これは広告費に換算すればいくら、

というように金額に換算することも可能です。

　また、教育的な視点からの効果測定もあり得るか

なと考えています。「キッズズーラ」をやったとき、あ

るお母さんから聞いたのですが子供がキッズズーラ

のガイドブックを持ってきたと。今まで、その子は自

分の言葉で何かをやりたいと言ったことがなかった

そうですが、初めて「これをやりたい」と言ってきた

そうです。そういうのも成果の一つではないかと思

います。

　ちょっと話がそれますが、うちのような地方都市っ

て、若者が田舎にいることを親がまるで悪いことのよ

うに言うんですね（笑）。「いつまでこんな田舎にいる

んだ」とか、「早く東京に行って出世してこい」とか。

そういう言葉を子供の頃からずーっと聞かされてき

て、ここにいちゃいけないのかという気持ちになって。

　よくこうした地域の活動に若者が入ってこない、若

者にはこういうことは面白くないと言いますね。しか

し、それにはまず自分の言葉でこの地域が好きだと

言える子供を何人作れるか、ではないかなと思い 

ます。

　例えば冒頭でお話ししたような諏訪地方の歴史に

興味を持ち、自分の言葉で語れるような子供を何人

作れるかで、その地域の50年後、60年後は変わっ

てくると思います。自分の地域の良さを自分の言葉

で話せる子供が何人いるかというのは、お金には換

算できませんが、教育の視点から見ると、かなり大

きなことではないかと思います。

　「福祉的な活動」というのはこれからのチャレンジ

ですが、例えば第一線を退いたけれど知識を豊富

に持っている先輩方の活躍の場を、オンパクズーラ

で提供できたらなと思っています。「キッズズーラ」

の次は「シルバーズーラ」はどうかなとも考えていま

す（笑）。

オンパクは非営利部門、
地域の観光振興をグロスで向上

　第6回のズーラが行われた2013年（平成25年）

は、改めてもう一度、何のためにズーラをやっている

かという話し合いをスタッフの間で行いました。我々

の場合、多くの資金は観光協会経由で来ています。

そういうことから、「それぞれの町や市のまちづくりも

いいけど、やはり観光もやらなきゃダメだよね」とい

う話になりました。

　そこで、観光に特化した新しい取り組みをスター

トしました。一つが酒蔵の試飲チケットです。諏訪市

にある造り酒屋5軒で試飲ができるチケットを作りま

した。試飲用のおちょこが付いていて、試飲が終わっ

た後に記念に持ち帰れます。

　価格は2000円でホテルや旅行会社などで販売し

てもらいます。各酒蔵には300円ずつお支払いしま
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す。200円がホテルに販売してもらった手数料として

お支払いします。これで合計1700円となりますね。

残った300円はズーラの運営組織に入ります。

　今後、このチケットをどうやって量販していくかは

課題ですが、昨年の秋に実際に販売したところ、ま

だまだ知名度は低いですが、1カ月間で10数万円が

ズーラに入りました。

　かなりポテンシャルは高いので継続していかなけ

ればと思っていたのですが、この造り酒屋5軒が自

分たちで組合を作って自分たちでやると言い出しま

して（笑）。地域にとってはいいことですけどね。ただ、

ズーラの自主財源がなくなっちゃったなと。

　もう一つの取り組みは下諏訪町でやっている「万

治の食べ歩きチケット」です。価格は500円で5枚の

シールがついています。添えられたマップに載って

いる店に行ってこのシールを1枚渡すと、お菓子や

コロッケなどいろいろな食べ物と交換ができます。

まち歩きと食べ歩きを組み合わせたものです。

　このチケットは既に1万人が利用しています。この

商品を作ったとき、私は観光協会にいましたが、行

政の名刺を持って一人で旅行会社を回っても誰も

相手にしてくれないので、地域のドライブインと一緒

にクラブツーリズムやはとバスなどの旅行会社に行

き、「このチケットを組み込んだ企画を作ってくださ

い」とお願いして回りました。ドライブインは自分の

ところで食事をしてくださいとセールスし、私はこの

チケットを売り込んだ形です。

　この2つはオンパクの発展形であり、オンパクが

あったから実現できたと思っています。ただ、ズーラ

実行委員会だけではなかなか集客効果が薄いので、

地域力を総動員して、いろんな場面で連携をしてい

かなければいけないと思います。

　今日出席されている方たちもそれぞれ観光振興

のビジョンがあり、その中に着地型観光という柱が

あると思います。それをみんなで支えるときに、オン

パク組織がどういう役割を果たすかということを考え

る必要があると思います。オンパク組織が全てを担
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うというのは事実上不可能です。しかし、オンパクを

やる組織がないと、地域の資源を発掘することもで

きません。

　オンパクをやれば何らかのお金は入りますが、そ

れで事業が成り立つと思わない方がいいというのは、

講義2の野上さんや講義3の鶴田さんと、私も同意見

です。オンパクで着地型旅行ができても、独立採算

でやれるというところまではいかないと思います。

　ですから、同時に他の施策も打つ必要があります。

インバウンド誘致やフィルムコミッションなどを同時

進行でやりながら、着地型旅行についてはオンパク

で掘り起こすということをしていかないと、オンパク

をやったから明日からバラ色の人生が待っている、

観光施策がうまくいくということではないと思います。

　オンパクが収益事業として自立するというより、も

う少し広く考え、地域全体に還元するという形がい

いのかなと思います。野上さんのお話にもありまし

たが、企画部門など非営利部門は、単独ではお金を

生まない部門です。だから他の事業と連携した取り

組みを行い、地域観光振興をグロスで向上させてい

くという考え方が必要ではないかと思っています。

　活動を継続するために、誰が費用を賄うかという

点は私もズーラという活動を継続させるために明確

にしたいと思っており、諏訪地方では2014年度（平

成26年度）にJTBFさんとこの部分についての調査

に取り組む予定です。オンパクをやっている地域に

とって評価軸を見える化できれば、非営利部門も評

価されるのではないかと思いますし、評価しにくい

部分を評価できる仕組みを作っていきたいと思い 

ます。
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質疑応答

【会場】　オンパクに参加している市町村に、観光面

における広域連携の組織はもともとあったのでしょう

か。ある場合、その組織とのすみ分けは？

【北澤】　諏訪地方には、諏訪地方観光連盟という組

織があります。オンパクがやっていることはその組織

とかぶる部分もあります。ただ着地型商品という観

点でいうと、諏訪地方観光連盟は深く入り込めるほ

どの知識がなかったんですね。

　また、広域の仕事になると、民間の人はどうしても

自分のところを優先して考えてしまうので行政や観

光協会が中心になる場合が多いと思いますが、異

動があるので、知識や人脈が後に残らない。だから、

いまいち入り込めなかったというのが実情だと思い

ます。それではダメだということで、オンパクの実行

委員会が作られたと。ただ、全てを実行委員会では

できないので、宣伝や広報的な役割は諏訪地方観

光連盟が行い、もう少し入り込んだ業者とのやりとり

などは実行委員会が担当する、というすみ分けが何

となくできています。

　個人的には将来、諏訪地方観光連盟が諏訪地方

観光コンベンションビューローといった民間組織に

移行したときに、ズーラという部門を持っていっても

らえればいいなと思います。

【会場】　最初にオンパクのプログラムを公募したと

のことですが、公募の手段は？

【北澤】　地元の新聞で、オンパクの説明会をやると

いう告知を載せてもらいました。あとは、もともと各

市町村で頑張っている人たちに話を聞こうということ

で、その人たちを説明会の会場に呼びました。

　説明会は市町村ごとに開催すると大変なので、湖

側のエリアと山側のエリア、それぞれ3市町ずつ2回

に分けて行いました。プログラムは最初100くらいの

応募がありましたが、少し精査させてもらって実施し

たのは75くらいになりました。準備は手間が掛かり

ますが、説明会を一度やると、地域にオンパクをや

るということが定着しますね。


